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平
成
二
十
六
年
第
一
回
定
例
会
は
、
高
橋
は
る
み
知
事
、
三
期
目

最
後
の
政
策
予
算
と
な
り
、
い
わ
ば
知
事
就
任
以
来
、
十
一
年
間
の

集
大
成
、
総
仕
上
げ
と
い
う
意
味
合
い
が
強
い
予
算
編
成
と
な
る
こ

と
か
ら
、
大
き
な
注
目
の
中
で
の
予
算
提
案
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
提
案
の
内
容
は
、
ど
う
見
て
も
総
仕
上
げ
の
予
算
編
成

に
は
程
遠
く
、
将
来
に
つ
な
げ
る
政
策
も
メ
リ
ハ
リ
が
無
く
、
相
変

わ
ら
ず
国
頼
み
に
終
始
し
て
い
ま
す
。

　

知
事
就
任
以
来
、
北
海
道
の
直
面
す
る
課
題
で
あ
る
経
済
対
策
や

財
政
再
建
、
医
師
不
足
対
策
、
地
域
医
療
再
生
な
ど
の
課
題
の
解
決

に
全
力
を
傾
け
る
と
道
民
に
公
約
し
て
い
ま
し
た
が
、
こ
の
十
一
年

間
、
ほ
と
ん
ど
解
決
す
る
こ
と
無
く
、
新
た
な
課
題
で
あ
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
、

Ｈ
Ａ
Ｃ
、
Ｊ
Ｒ
北
海
道
、
泊
原
発
再
稼
働
、
大
間
原
発
へ
の
対
処

や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
な
ど
も
、
こ
れ
ま
た
国
頼
み
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

道
議
会
を
傍
聴
に
来
ら
れ
た
方
々
は
、「
知
事
の
原
稿
棒
読
み
の

答
弁
」、「
再
質
問
の
時
も
部
下
が
答
弁
書
を
持
っ
て
く
る
ま
で
黙
っ

て
待
っ
て
い
る
」「
質
問
の
主
旨
に
対
し
て
的
確
に
答
え
な
い
ち
ぐ

は
ぐ
な
答
弁
」
な
ど
こ
う
し
た
姿
を
目
の
当
た
り
に
し
、
一
様
に
失

望
の
言
葉
を
発
し
て
議
場
を
後
に
し
ま
す
。

　

こ
の
知
事
に
任
せ
た
北
海
道
の
十
一
年
間
は
、「
試
さ
れ
る
大
地
」

で
は
な
く
「
失
わ
れ
た
大
地
」
と
な
っ
て
し
ま
い
、
こ
れ
ま
で
知
事

を
支
え
て
き
た
与
党
で
さ
え
、
匙
を
投
げ
よ
う
か
迷
っ
て
い
ま
す
。

　

求
心
力
も
失
い
「
裸
の
王
様
」
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
方
に
、
こ
れ

以
上
北
海
道
を
任
せ
る
わ
け
に
は
い
か
な
い
と
い
う
思
い
を
新
た
に

し
た
議
会
で
し
た
。

北
海
道
議
会
議
員
　

高
　
橋
　
　
　
亨
　

⑴

知
事
任
期
最
後
の
政
策
予
算

本会議場で予算組み替え動議の提案説明
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第
一
回
定
例
道
議
会
は
、
二
月
十
九
日
に
開
会
さ
れ
、
国
の
補

正
予
算
に
関
わ
る
道
の
関
連
補
正
予
算
を
先
議
し
、
二
十
六
年
度

予
算
、
最
終
補
正
予
算
、「
い
じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例
」「
エ
ゾ

シ
カ
対
策
推
進
条
例
」
の
他
、
Ｈ
Ａ
Ｃ
へ
の
貸
し
付
け
金
の
一
部

償
還
免
除
、「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
協
定
へ
の
参
加
に
関
す
る
意
見
書
」
な
ど

を
可
決
、
三
月
二
十
日
に
閉
会
し
ま
し
た
。

い
て
も
知
事
の
答
弁
は
、
国
だ

の
み
、
国
ま
か
せ
の
姿
勢
に
終

始
し
、
道
と
し
て
の
主
体
性
や

具
体
的
な
方
策
を
示
す
こ
と
は

な
く
、
こ
う
し
た
議
論
の
結
果

な
ど
か
ら
、
会
派
と
し
て
二
十 

六
年
度
一
般
会
計
予
算
案
に
つ

い
て
、組
み
替
え
動
議
を
提
出
、

会
派
を
代
表
し
て
政
審
会
長
で

あ
る
私
か
ら
組
み
替
え
動
議
の

提
案
説
明
を
行
い
、
本
予
算
に

反
対
を
し
ま
し
た
。

　
相
変
わ
ら
ず
、
自
民
党
と

公
明
党
の
反
対
で
否
決
と
な

り
ま
し
た
が
、
今
後
も
様
々

な
場
面
で
廃
止
の
声
を
出
し

続
け
ま
す
。

★「
集
団
的
自
衛
権
の
行
使
に

関
す
る
憲
法
解
釈
を
変
更
す

る
こ
と
に
反
対
す
る
意
見
書
」

　
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
は
、

自
民
党
も
中
央
で
様
々
な
意

見
が
有
り
、
公
明
党
は
平
和

を
党
是
と
し
慎
重
な
立
場
を

取
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
道

議
会
の
両
会
派
政
審
責
任
者

に
も
協
力
を
求
め
ま
し
た

が
、
両
会
派
と
も
、「
地
方

⑵

第
一
回
定
例
道
議
会
報
告

　
こ
の
度
の
定
例
会
に
は
、
国

会
に
お
い
て
予
断
を
許
さ
な
い

国
政
が
ら
み
二
本
の
意
見
書
案

を
提
出
し
ま
し
た
。

★「
特
定
秘
密
保
護
法
の
廃
止

を
求
め
る
意
見
書
」

　
昨
年
の
十
二
月
に
行
わ
れ

た
第
四
回
定
例
道
議
会
で
は

与
党
が
反
対
し
、
意
見
書
の

主
旨
説
明
も
出
来
な
く
国
会

に
お
い
て
法
案
が
成
立
し
て

し
ま
い
ま
し
た
が
、
施
行
が

今
年
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、

様
々
な
問
題
を
抱
え
た
こ
の

法
律
の
廃
案
を
求
め
て
の
提

出
で
し
た
。

　
　

主
な
審
議
過
程

　
　

意
見
書
及
び
決
議

　
二
十
六
年
度
予
算
案
は
、
一

般
会
計
二
兆
七
、百
九
十
億
円
、

特
別
会
計
六
、百
十
四
億
円
の

合
計
三
兆
三
、三
百
四
億
円
規

模
と
な
り
、
道
債
残
高
は
、
わ

ず
か
な
が
ら
減
少
の
見
込
で
す

が
、
五
兆
八
、七
〇
〇
億
円
と

依
然
と
し
て
巨
額
な
状
況
が
続

き
、
こ
の
度
の
新
年
度
予
算
も

赤
字
編
成
と
な
り
、
知
事
就
任

以
来
十
二
回
の
予
算
編
成
で
、

八
年
間
連
続
の
赤
字
編
成
と
い

う
異
常
事
態
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
緊
縮
財
政
下
で
あ

り
な
が
ら
、
従
来
型
の
予
算
編

成
の
枠
か
ら
脱
却
せ
ず
、
さ
ら

に
目
玉
政
策
へ
の
重
点
配
分
に

乏
し
く
一
律
削
減
型
の
構
造
と

な
っ
て
お
り
、
道
民
や
地
域
が

直
面
す
る
課
題
へ
の
解
決
策
が

一
向
に
示
さ
れ
な
い
も
の
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
会
派

議
員
総
会
に
お
い
て
、
こ
の
度

の
予
算
案
に
つ
い
て
は
、特
に
、

厳
し
く
対
処
す
る
こ
と
を
確
認

し
、
政
審
か
ら
は
知
事
公
約
の

達
成
状
況
、
道
の
財
政
運
営
手

法
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
政
策
、
経
済

雇
用
対
策
、
一
次
産
業
振
興
、

地
域
医
療
確
保
な
ど
の
課
題
を

重
点
に
、
議
員
各
位
が
代
表
質

問
、
一
般
質
問
、
予
算
特
別
委

員
会
に
臨
む
よ
う
要
請
し
、
そ

れ
ぞ
れ
が
厳
し
い
追
及
を
し
ま

し
た
が
、
い
ず
れ
の
課
題
に
つ

国民に一切説明もなく数の力で強行採決された特定
秘密保護法。強行採決に反対しデモ行進をする市民
団体。（２０１３年１２月６日　東京都にて）

建設工事が再開した大間原発。全ての原発を再稼働
させないことが大間原発を建設させない近道であり
ます。
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い
箇
所
や
ラ
ジ
オ
が
聞
こ
え

な
い
箇
所
が
多
く
あ
る
。
一

方
、
中
央
自
動
車
道
笹
子

ト
ン
ネ
ル
内
で
の
天
井
崩

落
事
故
や
、
豊
浜
ト
ン
ネ

ル
崩
落
事
故
も
あ
り
、
ま

た
、
こ
の
冬
の
記
録
的
な

暴
風
雪
で
、
本
州
で
は
ト

ン
ネ
ル
に
避
難
さ
れ
一
日

以
上
過
ご
さ
れ
た
方
も
い

た
。
こ
れ
ら
の
状
況
下
で

で
あ
る
等
の
場
合
、
防
災
の

観
点
か
ら
設
置
し
て
い
る
。

　
　

今
後
、
災
害
な
ど
緊
急
性

の
高
い
情
報
を
的
確
に
提
供

す
る
こ
と
は
重
要
で
あ
り
、

そ
の
必
要
性
を
検
討
し
、
確

保
に
努
め
る
。
移
動
通
信
設

置
費
用
は
、
通
信
事
業
者
と

国
が
二
分
の
一
ず
つ
負
担
す

る
こ
と
か
ら
、
国
に
支
援
を

求
め
て
い
く
。

★
道
道
で
は
、
ラ
ジ
オ
聴
取

可
能
最
短
ト
ン
ネ
ル
は
百
四 

十
六
ｍ
、
国
道
で
三
百
三
十 

三
ｍ
、
逆
に
聴
取
不
能
最
長

ト
ン
ネ
ル
は
道
道
で
二
千
百 

十
五
ｍ
、
国
道
で
三
千
五
百 

七
十
ｍ
と
な
っ
て
い
ま
す
。

全
て
の
ト
ン
ネ
ル
で
、
ラ
ジ

オ
と
携
帯
が
使
用
可
能
と
な

り
安
心
し
て
ド
ラ
イ
ブ
出
来

る
よ
う
に
な
っ
て
欲
し
い
も

の
で
す
。

Ｑ
、
福
島
原
発
事
故
に
よ
る
放

射
性
物
質
は
、
大
気
・
土
壌
、

水
質
を
汚
染
し
、
未
だ
除
染

も
十
分
に
行
わ
れ
て
お
ら

ず
、
こ
の
対
処
の
た
め
の
特

措
法
も
施
行
ま
で
五
ヶ
月
間

の
時
間
を
要
し
、
こ
の
間
、

誰
が
ど
の
よ
う
に
、
ど
の

デ
ー
タ
を
基
に
、
ど
う
避
難

す
る
か
、
ど
う
除
染
し
て
い

く
か
は
大
き
な
混
乱
の
中
、

具
体
的
な
根
拠
法
を
持
た
な

い
ま
ま
進
め
ら
れ
て
き
た
。

　
　

し
か
し
、
特
措
法
は
あ
く

ま
で
福
島
原
発
事
故
の
み
の

対
処
で
あ
り
、
こ
の
教
訓
か

ら
、
全
て
の
原
発
事
故
に
対

処
す
る
恒
久
法
が
必
要
と
思

う
が
、
泊
原
発
を
有
す
る
道

の
考
え
を
環
境
生
活
部
長
に

お
聞
き
す
る
。

Ａ
、
政
府
に
お
い
て
は
、
放
射

性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た

廃
棄
物
、
土
壌
に
関
す
る
規

制
の
あ
り
方
、
そ
の
他
の
放

射
性
物
質
に
関
す
る
法
制
度

Ｑ
、
道
内
の
ト
ン
ネ
ル
内
で
は

携
帯
電
話
の
通
話
が
出
来
な

は
、
外
部
か
ら
の
情
報
入
手

や
家
族
へ
の
連
絡
等
が
大
変

重
要
と
な
る
。

　
　

災
害
対
策
の
面
か
ら
も
ト

ン
ネ
ル
内
で
の
通
信
環
境
の

整
備
は
必
要
不
可
欠
で
あ
る

と
思
う
が
、
建
設
部
長
の
見

解
を
伺
う
。

Ａ
、
ラ
ジ
オ
放
送
に
つ
い
て
道

内
の
ト
ン
ネ
ル
は
、
国
の
管

理
す
る
ト
ン
ネ
ル
二
百
五
十 

六
本
の
内
、
九
十
九
本
、
道

が
管
理
す
る
百
十
二
本
の

内
、三
十
九
本
が
聴
取
可
能
、

移
動
通
信
（
携
帯
電
話
）
で

は
、
一
般
国
道
十
一
本
、
高

速
道
十
本
が
通
信
可
能
と

な
っ
て
い
る
。

　
　

ラ
ジ
オ
放
送
は
国
が
定
め

る 
「
道
路
ト
ン
ネ
ル
非
常
用

施
設
設
置
基
準
」に
基
づ
き
、

ト
ン
ネ
ル
の
長
さ
や
交
通
量

な
ど
に
応
じ
整
備
し
て
お

り
、
延
長
十
㎞
は
原
則
と
し

て
設
置
、
十
㎞
未
満
三
㎞
ま

で
は
必
要
に
応
じ
て
と
な
っ

て
い
る
が
、
前
後
に
落
石
の

危
険
が
あ
る
、
又
、
避
難
路

⑶

　
　

予
算
特
別
委
で
の
質
疑

　　

～
ト
ン
ネ
ル
内
の
通
信
環
境
～

　　

～
大
気
・
土
壌
・
水
質
な
ど
の

　　
　
　
　
　

放
射
能
汚
染
対
策
に
つ
い
て
～

議
会
で
触
れ
る
こ
と
に
な
ら

な
い
」
と
い
う
理
由
で
反
対

に
回
り
、
結
局
否
決
と
な
り

ま
し
た
。

　

こ
の
前
日
に
は
、
小
樽
市

議
会
で
公
明
党
の
賛
成
も

あ
っ
て
可
決
成
立
し
ま
し
た
。

政
府
与
党
に
あ
っ
て
も
、
各

地
の
自
治
体
議
会
議
員
の
方

が
、
集
団
的
自
衛
権
に
反
対

と
い
う
住
民
の
声
を
身
近
に

聞
い
て
い
る
の
だ
と
感
じ
ま

し
た
。

★「
大
間
原
発
建
設
に
関
し
慎

重
か
つ
厳
正
な
審
査
と
説
明

責
任
を
果
た
す
よ
う
求
め
る

決
議
」

　

共
産
党
以
外
の
賛
成
で
可

決
し
ま
し
た
。
内
容
を
も
う

少
し
強
く
す
る
べ
き
で
は
と

不
満
も
有
り
ま
し
た
が
、
他

会
派
、
と
り
わ
け
政
府
与
党

の
二
会
派
の
賛
同
が
な
け
れ

ば
可
決
し
な
い
こ
と
も
有

り
、
小
異
を
捨
て
大
同
に
つ

く
思
い
で
賛
成
し
ま
し
た
。

近年完成し、2056㍍もありながらラジ
オが受信できない新川汲トンネル
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の
あ
り
方
等
に
つ
い
て
、
抜

本
的
な
見
直
し
を
含
め
た
検

討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基

づ
き
、
法
整
備
そ
の
他
所
用

の
措
置
を
講
じ
る
と
さ
れ
て

い
る
が
、
未
だ
法
整
備
は
さ

れ
て
お
ら
ず
、道
と
し
て
も
、

必
要
な
法
整
備
等
に
つ
い
て

国
に
強
く
要
望
し
た
い
。

★
起
こ
る
は
ず
が
な
い
と
言

わ
れ
た
原
発
事
故
が
起
き
、

あ
わ
て
て
特
措
法
を
施
行
し

て
と
り
あ
え
ず
の
対
処
を
し

て
い
ま
す
が
、
今
後
、
政
府

の
方
針
に
よ
り
原
発
の
再
稼

働
が
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
れ

ば
、
事
故
は
あ
り
得
る
こ
と

と
し
て
恒
久
的
な
対
処
法
を

準
備
し
な
く
て
は
な
ら
な
い

と
思
い
ま
す
。
集
団
的
自
衛

権
の
行
使
を
可
能
と
す
る
憲

法
解
釈
よ
り
も
、
こ
の
法
律

の
方
が
優
先
度
が
高
い
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

※
教
育
委
員
会
へ
の
質
問
で
あ

り
ま
す
「
内
心
の
自
由
と
国

旗
国
歌
に
つ
い
て
」「
学
校

給
食
へ
の
和
食
導
入
に
つ
い

て
」、
最
終
日
前
日
総
務
委

員
会
で
の
「
日
本
海
沿
岸
津

波
浸
水
調
査
に
つ
い
て
」、

食
と
観
光
対
策
特
別
委
員
会

で
の
「
Ｊ
Ｒ
北
海
道
に
よ
る

デ
ス
テ
ィ
ネ
ー
シ
ョ
ン
・

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
不
参
加
に
つ

い
て
」
は
紙
面
の
都
合
上
掲

載
出
来
ま
せ
ん
の
で
、
他
の

方
法
（
Ｈ
Ｐ
等
）
で
報
告
い

た
し
ま
す
。

　

定
例
道
議
会
終
了
後
の
三
月

二
十
四
日
、
道
政
に
関
わ
る
喫

緊
の
課
題
に
つ
い
て
、
民
主
党

国
会
議
員
団
会
長
小
川
勝
也
・

参
議
院
議
員
と
共
に
中
央
省
庁

へ
の
要
請
活
動
を
行
い
ま
し
た
。

　

要
請
団
は
会
派
役
員
十
名
と

民
主
党
北
海
道
か
ら
勝
部
幹
事

長
が
参
加
し
、
経
産
省
・
資
源

エ
ネ
ル
ギ
ー
庁
で
は
、「
原
子

力
発
電
立
地
対
策
・
広
報
室
：

北
村
室
長
補
佐
」、「
資
源
・
燃

料
部
石
炭
課
：
安
居
課
長
」、「
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
課
：
村
上
課

長
」
へ
、政
審
会
長
の
私
か
ら
、

再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
・
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

へ
の
支
援
、
送
電
網
の

強
化
、
規
制
委
員
会
の

判
断
と
原
発
再
稼
働
へ

の
国
の
プ
ロ
セ
ス
と
泊

原
発
の
休
止
継
続
、
大

間
原
発
の
建
設
凍
結
な

ど
の
懸
案
事
項
に
つ
い

て
説
明
し
、
要
請
を
行

い
ま
し
た
。

　

農
水
省
で
は
小
里
農
水
大
臣

政
務
官
へ
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
に
関
わ
る

情
報
公
開
、
農
林
水
産
業
の
再

生
と
活
性
化
、
後
継
者
問
題
な

ど
を
要
請
、
と
り
わ
け
Ｔ
Ｐ
Ｐ

に
つ
い
て
は
、
内
閣
府
の
関
わ

り
が
重
要
と
な
っ
て
い
ま
す
が

ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
的
に
難
し
い
こ

と
も
あ
っ
て
こ
の
度
は
断
念
し

た
も
の
の
、
改
め
て
要
請
を
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
、
国
交
省
で
は
増
田
事

務
次
官
へ
Ｊ
Ｒ
北
海
道
へ
の
支

援
、
並
行
在
来
線
の
三
セ
ク
問

題
、
新
幹
線
札
幌
延
伸
の
工
期

短
縮
、
バ
ス
な
ど
地
方
公
共
交

通
の
維
持
、
再
子
会
社
化
さ
れ

る
Ｈ
Ａ
Ｃ
へ
の
支
援
、
新
千
歳

空
港
へ
の
外
国
機
乗
り
入
れ
制

限
緩
和
な
ど
を
要
請
し
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
北
海
道
選
出
民
主

党
国
会
議
員
と
の
昼
食
会
を
開

催
し
、
小
川
勝
也
、
相
原
久
美

子
、
徳
永
エ
リ
参
議
院
議
員
、

横
路
孝
弘
衆
議
院
議
員
か
ら
、

最
近
の
Ｔ
Ｐ
Ｐ
を
め
ぐ
る
状

況
、
労
働
法
制
改
正
の
動
き
、

原
発
問
題
へ
の
取
り
組
み
な
ど

の
情
報
を
受
け
、
関
わ
る
問
題

に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い
、

今
後
の
道
政
に
生
か
し
て
い
く

こ
と
と
し
ま
し
た
。

⑷
＜

三
省
庁
へ
中
央
要
請＞

農水省で小里農水大臣政務官へTPPの情報公
開を要請。（₃月２４日　東京都　農水省ににて）

民主党国会議員団との直面する課題への対応
を意見交換する様子。

（₃月２４日　東京参議院議員会館）

高橋とおるホームページ
　高橋道議が活動の中で感じる国政・道政・市政等に関
する想いについて記載しているブログや活動予定。さら
には、活動状況などについて随時写真で報告しておりま
す。是非ごらん下さい。

http://www.t-tooru.com/


